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「第３５回 中国地⽅ダム等管理フォローアップ委員会」の開催について 

 

 
 
 

記 
 
 
 ■⽇  時 ： 令和７年１⽉２２⽇（⽔） 10:00 〜 17:00（予定） 
 ■会  場 ： 中国地⽅整備局 建政部 ３階会議室 
          広島市中区⼋丁堀 2-15（別図 会場位置図参照） 
 ■主な審議 ： １）苫⽥ダム 定期報告書（案）の審議 

２）⼟師ダム 定期報告書（案）の審議 
３）弥栄ダム 定期報告書（案）の審議 

 
 ■取材についてのお願い 
  取材については、別紙【取材について】のとおりとさせていただきます。 

以上 
 

＜問い合わせ先＞  
 国⼟交通省 中国地⽅整備局  （０８２）２２１−９２３１（代表）：（平⽇・昼間） 

【担 当】 
   河川部 広域⽔管理官     浜⽥

は ま だ
 健⼀

けんいち
（内線３５１６） 

       河川管理課 課⻑補佐 ⼩松
こ ま つ

 芳彦
よしひこ

（内線３７５６） 

中国地⽅整備局管内の苫⽥ダム（岡⼭県）、⼟師ダム（広島県）、弥栄ダム（広島県・
⼭⼝県）において、ダム等管理の運⽤状況や、環境への影響等について分析・評価を
⾏い、今後のダム等管理に資することを⽬的として、学識経験者から意⾒を伺う「中
国地⽅ダム等管理フォローアップ委員会」を下記により開催いたします。 



 
別紙【取材について】 

 
「中国地⽅ダム等管理フォローアップ委員会」取材に関する 

報道機関の皆様へのお願い 
 
 フ ォ ロ ー ア ッ プ 委 員 会 で は 、 ⾃ 然 環 境 保 護 の 観 点 か ら 、 重 要 種 の ⽣ 息 域
な ど 公 に す る に は 適 さ な い 情 報 に つ い て 討 議 さ れ る こ と 及 び 委 員 相 互 の ⾃
由 闊 達 な 意 ⾒ 交 換 を 促 進 す る た め 、 ⼀ 般 の ⽅ 々 に は 、 委 員 会 傍 聴 を ご 遠 慮
頂くこととしております。 
 
 そ の た め 、 報 道 機 関 の 皆 様 に も 下 記 の と お り 、 取 材 に お い て ご 不 便 を お
かけいたしますが、ご理解ご協⼒頂くようお願い申し上げます。 
 
（取材） 

1) 会場に⼊室する前に、受付において「報道関係者受付簿」に必要事項
を記⼊して下さい。 

2) 会場内においては次の事項を遵守して下さい。 
① あらかじめ⽤意された席で取材願います。 
② 委員会の円滑な運営を図るため、ビデオ、カメラ等による撮影は委

員⻑挨拶までの間とさせていただきます。 
③ 取材希望の⽅が多数の場合、⼊室制限をさせて頂く場合があります

ので、あらかじめご了承願います。 
 
（公開・公表） 

3) 委員会の公開、資料の公表等の取り扱いについては、以下のとおり 
お願いします。 
① 委員会では、重要種の⽣育・⽣息場所が特定できるような事項につ

いて審議することが予想されますが、これらは報道内容に含まない
よう配慮をお願いします。 

② 会議資料は配付しますが、重要種の⽣息場所等は⾮公開とします。 



 
【参 考】   

 「ダム等の管理に係るフォローアップ制度」について  
 
 
１．フォローアップ制度の⽬的  
 ダム等の管理に係るフォローアップ制度（以下｢フォローアップ制度｣という｡）
は 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ 制 度 の 対 象 と な る ダ ム 等 に つ い て 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ 調 査 及 び
そ の 調 査 結 果 の 分 析 と 評 価 を 客 観 的 ・ 科 学 的 に ⾏ い 、 ダ ム 等 の 適 切 な 管 理 に 資 す
ることを⽬的とする。 
 ま た 、 学 識 経 験 を 有 す る 者 か ら な る 中 国 地 ⽅ ダ ム 等 管 理 フ ォ ロ ー ア ッ プ 委 員 会
（ 以 下 「 フ ォ ロ ー ア ッ プ 委 員 会 」 と い う 。 ） を 設 置 し 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ 調 査 及 び
その調査結果の分析・評価にあたっては、同委員会の意⾒を聴く。 
 
２．フォローアップ制度の対象ダム等   

 ダム等の名称  ⽔ 系 名  ダム等の所在地   管理開始年 

菅沢
すげさわ

ダム ⽇ 野 川 ⿃取県⽇野郡⽇南町 昭和43年 

⼟師
は じ

ダム 江 の 川 広島県安芸⾼⽥市 昭和49年 

⾼
たか

 瀬
せ

 堰
ぜき

 太 ⽥ 川 広島県広島市 昭和50年 

坂
さか

 根
ね

 堰
ぜき

 吉 井 川 岡⼭県備前市、岡⼭市 昭和55年 

芦
あし

⽥川
だ が わ

河⼝堰
か こ う ぜ き

 芦 ⽥ 川 広島県福⼭市 昭和56年 

島地川
し ま ぢ が わ

ダム 佐 波 川 ⼭⼝県周南市 昭和57年 

弥栄
や さ か

ダム ⼩ 瀬 川 広島県⼤⽵市、⼭⼝県岩国市 平成３年 

⼋⽥原
は っ た ば ら

ダム 芦 ⽥ 川 広島県府中市、世羅郡世羅町 平成10年 

温井
ぬ く い

ダム 太 ⽥ 川 広島県⼭県郡安芸太⽥町 平成14年 

苫⽥
と ま た

ダム 吉 井 川 岡⼭県苫⽥郡鏡野町 平成17年 

灰
はい

塚
づか

ダム 江 の 川 広島県三次市 平成19年 

志津
し つ

⾒
み

ダム 斐 伊 川 島根県飯⽯郡飯南町 平成23年 

尾原
お ば ら

ダム 斐 伊 川 島根県雲南市 平成24年 

殿
との

ダム 千 代 川 ⿃取県⿃取市 平成24年 

 



３．フォローアップ委員会  
(１)フォローアップ委員会の委員名簿 

別表１「中国地⽅ダム等管理フォローアップ委員会委員名簿」参照。 

４．フォローアップ調査の内容  
(１)フォローアップ調査項⽬ 

① 洪⽔調節及び利⽔補給の実績
② 堆砂状況調査
③ ⽔質調査
④ ⽣物調査
⑤ ⽔源地域動態調査

(２)年次報告書 
 フ ォ ロ ー ア ッ プ 制 度 の 対 象 ダ ム 等 の う ち 、 管 理 を 開 始 し て い る ダ ム 等 に つ い て
は 、 毎 年 度 の フ ォ ロ ー ア ッ プ 調 査 の 結 果 及 び そ の 分 析 を と り ま と め た 年 次 報 告 書
を作成する。 

(３)定期報告書 
 フ ォ ロ ー ア ッ プ 制 度 の 対 象 ダ ム 等 に つ い て 、 管 理 開 始 後 原 則 と し て ５ 年 （ ⼤ 規
模 な 洪 ⽔ や 渇 ⽔ に よ る 被 害 が 発 ⽣ し た 場 合 等 は そ の 都 度 ） ご と に 過 去 の フ ォ ロ ー
ア ッ プ 調 査 の 結 果 を 分 析 ・ 評 価 し た 定 期 報 告 書 を フ ォ ロ ー ア ッ プ 委 員 会 の 意 ⾒ を
聴いて作成する。 

５．主な経緯等  
別表２「中国地⽅ダム等管理フォローアップ委員会審議経緯」参照。 
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中国地方ダム等管理フォローアップ委員会 委員名簿 

（敬称略 五十音順） 

氏  名 役  職 専門分野等 

井上 E

い の う え
A AE卓也 E

た く や 広島大学大学院 
先進理工系科学研究科 准教授 

河川工学 

AE清家 E

せ い け
A AE泰 E

やすし 島根大学 研究・学術情報本部 
エスチュアリー研究センター 客員教授 

水 質 

AE関根 E

せ き ね
A AE雅彦 E

ま さ ひ こ 山口大学 
名誉教授 

水 質 

田 E

た
AAE原 E

ば ら
A AE博 E

ひろし 日本野鳥の会 
島根県支部 幹事 

鳥 類 

AE鶴崎 E

つ る さ き
A AE展巨 E

の ぶ お 鳥取大学 
名誉教授 

動 物 

AE中田 E

な か た
A AE和義 E

か ず よ し 岡山大学学術研究院 
環境生命自然科学学域 教授 

魚 類 

AE三輪 E

み わ
A AE浩 E

ひろし 鳥取大学学術研究院 
工学系部門 教授 

河川工学 

AE矢島 E

や じ ま
A AE啓 E

ひろし 島根大学 研究・学術情報本部 
エスチュアリー研究センター 教授 

水環境 

AE山田 E

や ま だ
A AE知子 E

と も こ 比治山大学 
現代文化学部 教授 

社会環境 

AE吉田 E

よ し だ
A AE圭介 E

け い す け 岡山大学学術研究院 
環境生命自然科学学域 准教授 

河川工学 

AE渡邉 E

わ た な べ
A AE園子 E

そ の こ 広島大学大学院 IDEC国際連携機構 
先進理工系科学研究科 准教授 

植 物 

別表－１



【別表２】
中国地⽅ダム等管理フォローアップ委員会 審議経緯

回数 開催年⽉⽇ 審議内容等 実施ダム・堰 事後評価
第１回 平成8年8⽉8⽇ ・設⽴委員会

第２回 平成9年10⽉24⽇
・分析評価項⽬と⽅法について
・評価結果について
・今後の調査について

第３回 平成11年3⽉2⽇
・管理の評価結果について
・今後の進め⽅について

第４回 平成12年2⽉7⽇
・管理の評価結果について
・今後の進め⽅について

第５回 平成13年3⽉22⽇
・管理の評価結果について
・今後の進め⽅について

第６回 平成14年3⽉26⽇
・委員会規約の改正について
・管理の評価結果について
・今後の進め⽅について

第７回 平成16年3⽉24⽇
・委員会規約の改正について
・定期報告書の審議について

⼋⽥原ダム

第８回 平成16年12⽉17⽇ ・定期報告書の審議について 弥栄ダム

第９回 平成17年3⽉17⽇
・定期報告書の審議について
・ダム関係事業の事後評価について

⼟師ダム ・⼟師ダム湖活⽤環境整備事業

第１０回 平成18年1⽉13⽇ ・定期報告書の審議について ⾼瀬堰

第１１回 平成18年1⽉31⽇
・定期報告書の審議について
・ダム関係事業の事後評価について

芦⽥川河⼝堰 ・芦⽥川河⼝堰貯⽔池⽔質保全事業

第１２回 平成19年1⽉16⽇
・定期報告書の審議について
・ダム関係事業の事後評価について

島地川ダム ・⼟師ダム貯⽔池⽔質保全事業

第１３回 平成19年1⽉30⽇
・定期報告書の審議について
・ダム関係事業の事後評価について

温井ダム ・温井ダム建設事業

第１４回 平成20年3⽉11⽇ ・定期報告書の審議について
菅沢ダム
坂根堰

第１５回 平成21年3⽉19⽇ ・定期報告書の審議について ⼋⽥原ダム

第１６回 平成22年3⽉17⽇
・定期報告書の審議について
・ダム関係事業の事後評価について

苫⽥ダム
⼟師ダム
弥栄ダム

・苫⽥ダム建設事業
・弥栄ダム湖活⽤環境整備事業

第１７回 平成23年2⽉15⽇ ・定期報告書の審議について
芦⽥川河⼝堰

⾼瀬堰

第１８回 平成23年10⽉11⽇
・定期報告書の審議について
・ダム関係事業の事後評価について

灰塚ダム ・灰塚ダム建設事業

第１９回 平成24年2⽉7⽇ ・定期報告書の審議について
温井ダム
島地川ダム

第２０回 平成25年1⽉10⽇ ・定期報告書の審議について
菅沢ダム
坂根堰

第２１回 平成25年12⽉26⽇ ・定期報告書の審議について ⼋⽥原ダム

第２２回 平成27年1⽉22⽇ ・定期報告書の審議について
⼟師ダム
弥栄ダム
苫⽥ダム

第２３回 平成27年12⽉25⽇
・定期報告書の審議について
・ダム関係事業の事後評価について

志津⾒ダム
芦⽥川河⼝堰

⾼瀬堰

・志津⾒ダム建設事業

第２４回 平成28年8⽉3⽇
・定期報告書の審議について
・ダム関係事業の事後評価について

尾原ダム ・尾原ダム建設事業

第２５回 平成28年12⽉1⽇
・定期報告書の審議について
・ダム関係事業の事後評価について

殿ダム
島地川ダム

・殿ダム建設事業

第２６回 平成28年12⽉12⽇ ・定期報告書の審議について
温井ダム
灰塚ダム

第２７回 平成29年12⽉11⽇ ・定期報告書の審議について
菅沢ダム
坂根堰

第２８回 平成30年12⽉21⽇ ・定期報告書の審議について
⼋⽥原ダム
芦⽥川河⼝堰

第２９回 令和元年12⽉25⽇ ・定期報告書の審議について
⼟師ダム
苫⽥ダム
弥栄ダム

第３０回 令和2年12⽉16⽇ ・定期報告書の審議について
尾原ダム
志津⾒ダム

第３１回 令和2年12⽉23⽇ ・定期報告書の審議について
温井ダム
⾼瀬堰

第３２回 令和3年12⽉17⽇ ・定期報告書の審議について
島地川ダム
灰塚ダム
殿ダム

第３３回 令和4年12⽉9⽇ ・定期報告書の審議について
坂根堰
菅沢ダム

第３４回 令和6年1⽉24⽇ ・定期報告書の審議について
芦⽥川河⼝堰
⼋⽥原ダム

第３５回 令和7年1⽉22⽇ ・定期報告書の審議について
苫⽥ダム
⼟師ダム
弥栄ダム




